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　「グローバル人材を育成しよう」「大学の国
際化を進めよう」との掛け声のもと、日本国内
の高等教育機関では、学生の海外留学を日々
推進している。新型コロナウイルス感染症のパ
ンデミックにより、留学をはじめとする国際交
流は大幅な縮小を余儀なくされているが、各大
学・学校では、オンライン交流などを導入して、
国際交流事業が停滞しないよう様々な努力を
重ねているところであろう。そして、今後渡航
に関する制約が緩和、あるいは解除されれば、
再び数多くの学生が海外へ飛び立っていくこと
が容易に推測される。ただし、送り出す立場と
しては、新型コロナという新たなリスクが加わる
中で、安心・安全な海外渡航をどう実現させる
か、ということに頭を悩ませなければならない。
　東京外国語大学においては、2021年の夏か
ら交換留学の派遣を一部再開したところであ
るが、全面再開とはなっておらず、コロナ前のよ
うな状態に戻るにはまだしばらくかかりそうで
ある。そうした中ではあるが、10月に、留学・
フィールドワークのリスクマネージメントをテー
マにしたシンポジウムが開催され、登壇者の一

人として参加させていただいた。リスクマネー
ジメントと銘打っていたが、主たる目的は、可
視化されにくい海外での性被害を取り上げて、
今後、海外に渡航する学生に対する意識付け
や、対策についての実用的な知識を提供するこ
とにあった。

＊　　　＊　　　＊

　海外派遣学生の危機管理に頭を悩ませてい
る大学は多い。文部科学省からはガイドライン
は示されているものの、具体的な対応は各大学
に任されている形である。筆者のもとにも、時
折、他大学の国際交流担当者から危機管理の
現状についての問い合わせをいただくことがあ
るが、他大学での取り組みを参考にしたい、と
いう訴えが多い。裏を返せば、何が正解なの
かが分からないということであろう。隣と同じこ
とをやっていれば大丈夫という横並び意識は、
決して褒められたものではないが、各担当者が
知恵を出し合って最適解を導きだそうとするの
は良いことであり、他者の取り組みを知ること
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は当然有用である。今回のシンポジウムには、
他大学の教職員の参加もあり、このシンポジウ
ムがそれぞれの大学の危機管理を考える上で
の一助になっていれば幸いである。
　さて、本学でも危機管理に関しては、様々な
取り組みを行っているが、海外での犯罪被害を
未然に防ぐことを目的として、危機管理に関す
る情報提供を行っている。具体的には、新入
生の必修科目である「基礎リテラシー」の授業
の１コマを使い、『海外渡航におけるリスク管
理・危機管理』と題した講義を行っている。ま
た、留学前の学生に対する渡航前オリエンテー
ションで、危機管理に関する説明を行っている
ほか、外務省領事局の邦人援護官による危機
管理セミナーや、厚生労働省検疫所の担当官
による感染症対策セミナーを開催している。
　海外渡航中のリスクは様々なものがあるが、
今回のシンポジウムでは「性被害」に焦点を当
てた。「性被害」は、窃盗などの財産犯罪とは
異なり、被害者の心に大きな傷、場合によって
は一生消えることのない傷を残すことがある。
その点では、より丁寧なケアが必要とされるが、
一方で被害者が声をあげにくいこともあって、
なかなか表立って取り上げられることが少な
い。海外渡航中のリスクマネジメントにおいて
は、性被害を防止することは非常に重要な課題
であるが、渡航前に十分な情報提供や注意喚
起がなされていないというのが実態ではない
だろうか。
　筆者が本学で危機管理関連業務に従事し始
めたのは、2015年ごろからになるが、当時は
各種説明会の中で、性被害についてはほとんど
触れられていなかった。ただし、毎年、内容を
見直して、改善を図る中で、性被害についてもっ
ときちんと取り上げて説明をすべきとの問題意
識は継続して持ち続けており、2019年になっ
てようやく、性被害に焦点を当てた説明会を開
催するに至った。初回は、厚生労働省検疫所

の医務官および、産婦人科の開業医の先生に
協力いただき、主に女性を対象とした説明会を
開催した。性感染症に関する話や、女性の身
体の仕組み、婦人科系の疾患についての説明
がなされた。ただし、海外での性被害防止とい
う観点からの情報提供が十分にできたかと言
えば、必ずしもそうではなかった。昨年度は、
コロナ禍によりオンラインでの開催となった本
学での「留学フェア」の中で、性被害に焦点を
当てた危機管理説明会を開催することを検討
しているときに、SAYNO! の活動を知ることに
なった。そしてSAYNO! の協力を得て、説明会
を開催するに至った。説明会では SAYNO! か
ら性被害の実態に関して具体的な事例報告が
あり、学生に対してより身近な注意喚起と情報
提供ができたとの感触を得た。
　そして、今年度は、本学 AA研の椎野先生に
お声がけいただいて、私が所属する留学支援
共同利用センターも共催組織の一つとして、今
回のシンポジウムが開催される運びとなった。

　シンポジウムは筆者から以下のトピックで報
告を行った。
・本学での留学実績
・多様化する留学と多様化するリスク
・性被害アンケート結果
・性被害から身を守るために

　持ち時間の関係で、かなり簡略化した内容と
なってしまったが、特に伝えたかったのは、留
学の内容が多様化していることと、それに伴い
リスクも多様化していること、その中で性被害
をどう防ぐか、という点であった。

　留学の多様化の背景としては、文部科学省
による「官民協働海外留学支援制度～トビタ
テ！留学 JAPAN日本代表プログラム～」の存
在が大きいと思われる。同プログラムでは、教
育機関での座学以外に、現地社会での実践的
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な活動を留学計画に盛り込むことが支援の条
件となっており、インターンシップやボランティ
ア、フィールドワークといった活動を現地で行う
ことが必須となっている（座学なしで実践的活
動のみの計画でも可）。政府による留学促進
キャンペーンの影響もあり、海外でのインター
ンシップに興味を持つ学生は確実に増えてい
る。また、就職活動に繋がる経験としても語ら
れることが多く、留学相談に訪れる学生からも、
インターンなどをすると就活に有利になると聞
いた、といった声を聞くこともある。その良し悪
しは別にして、現地活動が多様化する中で、留
学中に接点を持つ人々が多様化していること
は事実であろう。
　教育機関への留学であれば接点を持たない
ような人 と々接点を持つようになり、それに伴い、
リスクも増えている。送り出す側としては、これ
まであまり想定していなかったトラブルが起きる
可能性がある前提で対応を検討すべきだが、そ
うしたことができているかと言われると甚だ心
許ない。萩生田光一元文部科学大臣の次の発
言からも分かる通り、これまでとは異なるリスク
を想定して危機管理対応を考えなければなら
ない。

『渡航先で外国人との間のトラブルが多い
んだろうというふうに先入観を持っていた
んですけど、そうではなくて、邦人からの
性被害というのが非常に多いということを
聞いて、大変ショックを受けました。』（第
204回国会参議院文教科学委員会（令和
3年3月22日）での荻生田大臣（当時）の
発言）
〔https://kokkai .ndl .go. jp/simple/
txt/120415104X00420210322/41よ
り引用〕

　現地駐在員などといった海外の日本人コミュ
ニティは渡航する学生にとっては頼りになる存

在となる一方で、思わぬトラブルの原因にもな
りうる。現地駐在経験のある人たちにとって
は「よくある話（トラブル）」であっても、学生に
とっては未知の世界であり、また、学生が格好
のターゲットとされてしまうケースもある。ただ
し、知っていれば防げることも多い。従って、学
生を送り出す側として、まずは多様化するリス
クを認識することが重要であり、その上で、その
リスクを回避するためにどうすればよいかを確
実に学生に伝えなければならない。留学前に、
留学中に起こりうるリスクを自分のこととして想
像して、危機意識を高めてもらうことが何より必
要である。日常生活にどっぷりと浸かっている
状態で話を聞いても、それが自分に関係のある
ことだと危機感を持つことは難しいが、SAYNO!
からのリアルな報告は、自分の身にも起こるか
もしれないと、注意喚起する上でも貴重な報告
であったと思う。事務担当が「こういうコトも起
こりえます」と話をするより、何十倍ものリアリ
ティを伴って学生には届いているだろう。現地
に行ってしまった学生に対しては現実的には何
もできない。その場でどう対処するか、すべて
は学生自身の行動にかかっている。だからこ
そ、事前に必要な情報はできる限り提供して、リ
スクを最小化するような行動をとってくれること
を祈るしかない。

＊　　　＊　　　＊

　さて、個人的なリフレクションであるが、今回、
シンポジウムに参加して自分自身、新たな気づ
きもあった。それは、危機管理を個人の課題と
捉えるのか、社会の課題と捉えるのか、という
視点である。
　今回、シンポジウムで他の登壇者の方の話を
聞きながら、自分自身が学生向けの危機管理
の話をするときには、被害に遭わないためのノ
ウハウ的な話題ばかりで、いわば個人レベルで
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のスキル的な話題、あるいは対症療法的なハ
ウツーの話ばかりをしていたと気がついた。も
ちろん、現実的に犯罪被害から身を守るために
はそうした話は大切だが、社会的課題として危
機管理を説明することはなく、特に性被害につ
いては、個人的な課題と捉えるのではなく、社
会的な課題として捉えて説明をしなければ、仮
に被害にあってしまったときに、自分を責める
要因を作ってしまう可能性がある、ということに
思い至った。また、男子学生に対しても、社会
的な課題として提示することで、自分も関係が
あることだと考えてもらえるのではないか。こ
の視点は今後、自身が担当する説明会などに
おいて活かしていきたいと考えているが、具体
的にどのようにするのかは、これからの課題と
したい。
　最後に、本シンポジウムの企画、開催にご尽
力くださった先生方、職員の方々、またご参加
いただいた皆様に感謝申し上げます。ありがと
うございました。
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